


◇旧町単位ではなく、町単位で考えるべき。
◇利用利便の配慮ができればよい。例）移動図書館など。
◇施設を活かしきれていないものがある。
◇人が集まる道・ルート・ポイントがあれば。農地利用や企業誘致、定住にも

◇公共施設の利用にかかる制約を減らし利用しやすくして、使い勝手に応じ、公
共施設を集約すべき。
◇利用率が低い施設、案外無駄な施設が多く、整理が必要。
◇新たなサービス、プラスαでの行政サービスの維持。
◇経営の視点で公共施設を考える。
◇利用しやすい施設になると「人が集まる」、「新たなコミュニティの形成」、
「幸福や利益を生む」場所に生まれ変わるのでは。
◇人が集まる「大きな場所への集約・複合」と「規制緩和による小さな新コミュ
ニティの形成」。
◇スクールバスや町バスの有効活用など、町内を回る手段。交通の利便性の向上。

公共サービスの「利用圏域」を考えよう

公共サービスの「集約」「複合」を考えよう





公共サービスの「利用圏域」を考えよう

◇施設を減らすことによる移動手段に不安。
◇公共交通の充実。
◇図書館は町域でよい。子供が出席すれば近くに必要との意見が出た可能性も。
◇民間へシフトさせる。
◇公共施設の数に対して利用者が少ないのでは...。
◇利用しやすく、かつ活用を図れば人が集まるのでは。

公共サービスの「集約」「複合」を考えよう

◇スポーツが盛んだからこそスポーツ施設を残しては。
◇施設・サービスの組み合わせで多世代のつながりの場を。災害時にも有効。
◇地区公民館の有効活用。
◇一つの場所で一日が過ごせる施設。
◇複合施設×公共交通。





公共サービスの「利用圏域」を考えよう
◇実際の利用状況等を確認し、３町合併で３つずつあるものを整理していくべき。
◇交通機関の不便さを解消できれば。
◇サービスや施設の利用対象年齢によって利用圏域を考える。
◇近くのコミュニティを大切にしたい。子育てサービスやスポーツ交流など、公民
館等、地域コミュニティの場は必要。
◇スクールバス、公共交通機関の活用
◇駅の活用：イベントスペース、地域のＰＲ、物品販売等、人が集まれる場にする。
◇働く場として施設活用

◇役場庁舎は一つに。
◇スポーツ振興施設や公園等を一体化し、学校の近くに配置。
◇生産加工施設×給食センターや駅舎×ケーキ工房 
◇施設の有効活用のための貸与、譲渡など
◇地域間、施設間を結ぶ交通機関、移動の仕組み

公共サービスの「集約」「複合」を考えよう


